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することが必要と考えられる。
なお，いずれの年次においても，機

械除草処理を行うとやや減収する傾向
がみられた。裸地栽培に伴う夏季の高
地温・乾燥，あるいは機械除草処理に
伴う地下部の損傷が植物体に影響を与
えた可能性が示唆された。
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書店で「植物図鑑」という名を見て衝動的に手に取った。と
ころが中は図鑑などではなく活字ばかりが並んだ小説。これ
は何，と目次を見てみると「1. ヘクソカズラ，2. フキノトウ /
フキ　そしてツクシ，・・4. 春の野花－タンポポ，イヌガラシ，
スカシタゴボウ」と続く。しかも一つひとつの植物名にはイタ
リックではないが学名が綴られていた。図鑑ではなかったので
棚に戻したが，考えてみれば手に取った棚は生物・植物・図鑑
といった棚ではなく一般書の棚であった。

「植物図鑑」は有川浩のライトノベルである。ある冬の晩，
さやかという女の子がマンションの前でお腹を空かしているイ
ツキという男の子を拾って（家にあげて），それからルームシェ
アが始まる。ある時イツキがさやかを「狩り」と称する野草採
集に誘う。採集してきた野草をイツキが料理し，「美味しい」
と味わうさやかであるが，その野草の中にタンポポの天婦羅が
ありイヌガラシのお浸しがあり，そしてスカシタゴボウの胡麻
和えがあった。そんな風にして 21 種の野草（木本として唯一
ハナミズキが取り上げられている）を摘んできて料理したりお
茶にしたりあるいはそのまま食べてみたりするお話である。

著者自身も「この本が図鑑のコーナーに並ぶケースがある」
かもしれないというリスキーなタイトルであることを認めてい
る。およそ「図鑑」としてみるなら表紙と裏表紙の見返しに取
り上げられた種のカラー写真が載せられていることと，分類の
ための区別点などが物語の中のお話として述べられていること
であろうか。

スカシタゴボウが食べられることは佐合隆一氏の「救荒雑草」
にもあるが，レシピとなるとなかなか見つからない。「植物図
鑑」にもいくつかのレシピがあるがスカシタゴボウのレシピは

ない。ネットで検索するとナズナやカラシ菜のレシピに行きつ
く。おおよそは同じ調理法でいいのかもしれない。

スカシタゴボウはアブラナ科イヌガラシ属の冬生の一年草。
全国の畑地，樹園地，畦畔などやや湿った場所で生育する。背
丈は 20cm から 70cm ほど。葉は普通，頭大羽状に中裂し不
規則な鋸歯があり，基部に耳形の突起があり小さく茎を抱く。
葉の切れ込みも深裂から浅裂まで多様でいくつかの変種に分け
られている。花は，花弁が 2~3mm の黄色十字形花。果実は長
さ 5~7mm，幅 2~3mm でやや湾曲し，他のイヌガラシ属のも
のよりずんぐりとしている。種子は隔壁で 2 室に分かれジグ
ソーパズルのように隙間なく並ぶ。葉の切れ込みと果実が見分
けるポイント。

（公財）日本植物調節剤研究協会
兵庫試験地　須藤　健一透かし田牛蒡（スカシタゴボウ）田畑の草
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種
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はじめに

水田用除草剤のスルホニルウレア成
分に抵抗性を示す雑草が全国で発生し
ており，鹿児島県内でも過去にアゼナ
類などで抵抗性が確認されている。そ
の中で，スルホニルウレア剤（以下「Ｓ
Ｕ剤」）に対して抵抗性を示すウキア
ゼナ（以下「ＳＵ抵抗性ウキアゼナ」）
が確認されており（図 -1，図 -2），一
部地域では防除に苦慮している。

また，近年水稲の業務加工用向け品
種や飼料用稲としてインド型由来の多
収性品種が普及しているが，これらの
一部にはメソトリオン，テフリルトリ

オン，ベンゾビシクロンに代表される
トリケトン系 4 － HPPD 阻害型（以
下「トリケトン系」）の成分に感受性
を示し，白化や枯死などの薬害が発生
する品種がある。鹿児島県で栽培され
ているインド型由来の多収性品種は，
平成 29 年度に早期栽培用の業務加工
用向けの適品種に採用した「とよめき」
の他に，飼料用米では「ミズホチカラ」，

「みなちから」および「オオナリ」，Ｗ
ＣＳ用稲では「モミロマン」および「ル
リアオバ」等がある。これらのインド
型由来の品種では，トリケトン系除草
剤を使用することができない。

そこで，ＳＵ抵抗性ウキアゼナに対
して，トリケトン系以外の成分を含む
除草剤について，除草効果の高い除草
剤成分を明らかにしたのでその内容を
報告する。

1．ＳＵ抵抗性ウキアゼナ
に効果の高い成分・薬剤の
検討

今回の試験は，2019 ～ 2020 年に
鹿児島県農業開発総合センター内でウ
キアゼナが発生している水田で行っ
た。試験ほ場に発生したウキアゼナ
は，2007 年にデュポン株式会社の協
力でＳＵ成分接触時の発根の有無によ
る抵抗性検定（伊藤ら　2009）およ
び，2011 年に九州沖縄農業研究セン
ターで地上部再生法によるＳＵ系除草
剤抵抗性簡易検定（住吉  2013）に
よりＳＵ抵抗性を確認している。さら
に，2020 年度にＳＵ系のイマゾスル
フロンのみを有効成分とするテイクオ

フ粒剤により，無処理区対比 93％の
残草乾物重，98％の残草本数と高かっ
たことから，ＳＵ抵抗性ウキアゼナで
あると再確認した。

本試験の設計は，初期剤，初中期一
発剤，中後期剤に分けて，広葉に効果
が高い除草剤成分を含む薬剤を選定し
た。

（１）試験概要

①供試品種：  「ヒノヒカリ」（2019年），
「あきほなみ」（2020 年）

②試験規模：1 区 2.2㎡
　　　　　　（1.4m×1.6m），2 区制
③種子消毒：
　テクリードCフロアブル：200倍，
　スミチオン乳剤：1,000 倍 
④苗箱施用剤：
　ダコニール 1000：500 倍，
　タチガレエースＭ液剤：500 倍
⑤耕種概要：
　2019 年　植代日：６月 25 日，
　移植日：６月 27 日
　2020 年　植代日：６月６日，
　移植日：６月８日
⑥ 移植方法：乗用型田植機（５条）

を使用
⑦ 栽植密度：20.2 株／㎡（うね間

30cm× 株間 16.5cm）
　2019 年，2020 年とも共通
⑧薬剤処理日：
　2019 年，2020 年共通
　初期剤　　　　移植後１日目
　初中期一発剤　移植後７日目
　中後期剤　　　移植後28日目（但
　　しサンバード粒剤 (3kg/10a) を

鹿児島県に発生したスルホニルウレア
抵抗性ウキアゼナの防除対策

図 -1　ウキアゼナ発生初期
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図 -2　ウキアゼナ発生盛期
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　　前処理剤として移植後１日目に
　　散布）
　ウキアゼナのＳＵ抵抗性確認
　（2020 年）
　　テイクオフ粒剤 (3kg/10a)，
　　移植後 10 日目に散布
⑨残草量調査日：移植後日数
　初期剤　2019 年：33 日目，
　　　　　2020 年：40 日目
　初中期一発剤 2019 年：40 日目，

 2020 年：40 日目
　中後期剤 2019 年：54 日目， 

 2020 年：40 日目
⑩供試薬剤
 　供試した除草剤を表 -1 に示した。
⑪除草効果の評価基準
本試験におけるＳＵ抵抗性ウキアゼ

ナの除草効果は，残草調査時の残草乾
物重および残草本数の結果から，表
-2 に示した基準により評価した。す
なわち，残草乾物重は，６％以上で除
草効果を小とした。残草乾物重が５％

以下の場合，残草本数と組み合わせた
除草効果は，残草本数が５％以下で極
大，６～ 10％で大，11 ～ 15％で中，
16％以上で小とした。

（２）試験経過の概要

  ①初期剤は移植後１日目，初中期一
発剤は移植後７日目に処理した。中
後期剤は前処理剤としてサンバード
粒剤を移植後１日目に散布した後，
移植後 28 日目に処理した。バサグ
ラン粒剤を除き，湛水土壌処理で行
い，バサグラン粒剤は落水処理で
行った。試験を行う上で病害虫の発
生などの影響はなかった。

2.　結果

（１）初期剤の効果

初期剤の除草効果を表 -3 に示す。
メテオ１キロ粒剤は，無処理区対比の

残草乾物重が trace（以下「t」）～１％，
残草本数が１～３％と，ＳＵ抵抗性ウ
キアゼナに対し高い除草効果を示し
た。兆フロアブルも，無処理区対比の
残草乾物重がt～１％，残草本数が２％
と，高い除草効果を示した。両剤とも
有効成分が１成分の除草剤であり，有
効成分はメテオ１キロ粒剤がペントキ
サゾン，兆フロアブルがピラクロニル
である。このことから，ペントキサゾ
ンおよびピラクロニルは，ＳＵ抵抗性
ウキアゼナに対し除草効果が高い。

（２）初中期一発剤の効果

①  　初中期一発剤のうち，有効成
分が１成分の除草剤の除草効果
を表 -4 に示す。フェノキサスル
ホンを含む KIH-1419- １キロ剤
は，無処理区対比の残草乾物重が
trace ，残草本数が２％と，ＳＵ
抵抗性ウキアゼナに対し高い除草
効果を示した。

　  　一方，プロピリスルフロンを含
むゼータワン１キロ粒剤は，無処
理区対比の残草乾重は１～２％
であったが，残草本数が 25 ～
28％と多く除草効果が低かった。

表−1　供試薬剤
植調

　表-1　供試薬剤

商品名 有効成分名：成分量 処理量 備考

メテオ1キロ粒剤 ペントキサゾン:2.5％ 1kg/10a 初期剤

兆フロアブル ピラクロニル:3.6％ 500ml/10a 初期剤

パンチャー1キロ粒剤 フェントラザミド:3.0％，ベンゾフェナップ:8.0％，ベンフレセート:5.0％ 1kg/10a 初中期一発剤

ゼータワン1キロ粒剤 プロピリスルフロン:0.90％ 1kg/10a 初中期一発剤（ＳＵ系のみ
＊注１

）

ベストパートナー1キロ粒剤 ピリミスルファン:0.67％ 1kg/10a 初中期一発剤

メガゼータ1キロ粒剤 ピラクロニル:2.0％，プロピリスルフロン:0.9％ 1kg/10a 初中期一発剤（ＳＵ系のみ
＊注１

）

カウンシルエナジー1キロ粒剤 トリアファモン:0.5％，フェンキノトリオン:3.0％，フェントラザミド:3.0％ 1kg/10a 初中期一発剤

銀河1キロ粒剤 ダイムロン:10％，ピラクロニル:2.0％，メタゾスルフロン:1.0％ 1kg/10a 初中期一発剤（ＳＵ系のみ
＊注１

）

KIH-1419-1キロ粒剤 
*注2 フェノキサスルホン:2.0％ 1kg/10a 初中期一発剤

アトトリ1キロ粒剤 （サンバード粒剤→）ピリミスルファン:0.75％ (3kg→)1kg/10a 中後期剤（サンバード粒剤との体系処理）

バサグラン粒剤 （サンバード粒剤→）ベンタゾンナトリウム塩:11.0％ (3kg→)3kg/10a 中後期剤（サンバード粒剤との体系処理）

フォローアップ1キロ粒剤 （サンバード粒剤→）ダイムロン:10.0％，ペノキススラム:0.60％ (3kg→)1kg/10a 中後期剤（サンバード粒剤との体系処理）

サンバード粒剤 ピラゾレート:10.0％ 3kg/10a 中後期剤の前処理剤

イノーバDXアップ1キロ粒剤51
ダイムロン:4.5％，フェントラザミド:3.0％，ブロモブチド:9.0％，
ベンスルフロンメチル:0.51％

1kg/10a 初中期一発剤：比較剤（ＳＵ系含む）

テイクオフ粒剤 イマゾスルフロン:0.30％ 3kg/10a 初中期一発剤：比較剤（ＳＵ系のみ）

注１）プロピリスルフロン，メタゾスルフロンはスルホニルウレア系（ＳＵ系）に分類されるが，ＳＵ抵抗性雑草に対して除草効果があるとされている。

注２）「KIH-1419」は，一般に流通していない（クミアイ化学工業株式会社より提供）。

  注３）今回の試験で供試した除草剤と同一成分で，異なる商品名の除草剤もある。

表-2　評価基準

残草乾物重(無処理区比) ６％以上

残草本数(無処理区比) ５％以下 ６～10％ 11～15％ 16％以上 －

極大 大 中 小 小

◎ ○ △ × ×

５％以下

除草効果

表−2　評価基準
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　　前処理剤として移植後１日目に
　　散布）
　ウキアゼナのＳＵ抵抗性確認
　（2020 年）
　　テイクオフ粒剤 (3kg/10a)，
　　移植後 10 日目に散布
⑨残草量調査日：移植後日数
　初期剤　2019 年：33 日目，
　　　　　2020 年：40 日目
　初中期一発剤 2019 年：40 日目，

 2020 年：40 日目
　中後期剤 2019 年：54 日目， 

 2020 年：40 日目
⑩供試薬剤
 　供試した除草剤を表 -1 に示した。
⑪除草効果の評価基準
本試験におけるＳＵ抵抗性ウキアゼ

ナの除草効果は，残草調査時の残草乾
物重および残草本数の結果から，表
-2 に示した基準により評価した。す
なわち，残草乾物重は，６％以上で除
草効果を小とした。残草乾物重が５％

以下の場合，残草本数と組み合わせた
除草効果は，残草本数が５％以下で極
大，６～ 10％で大，11 ～ 15％で中，
16％以上で小とした。

（２）試験経過の概要

  ①初期剤は移植後１日目，初中期一
発剤は移植後７日目に処理した。中
後期剤は前処理剤としてサンバード
粒剤を移植後１日目に散布した後，
移植後 28 日目に処理した。バサグ
ラン粒剤を除き，湛水土壌処理で行
い，バサグラン粒剤は落水処理で
行った。試験を行う上で病害虫の発
生などの影響はなかった。

2.　結果

（１）初期剤の効果

初期剤の除草効果を表 -3 に示す。
メテオ１キロ粒剤は，無処理区対比の

残草乾物重が trace（以下「t」）～１％，
残草本数が１～３％と，ＳＵ抵抗性ウ
キアゼナに対し高い除草効果を示し
た。兆フロアブルも，無処理区対比の
残草乾物重がt～１％，残草本数が２％
と，高い除草効果を示した。両剤とも
有効成分が１成分の除草剤であり，有
効成分はメテオ１キロ粒剤がペントキ
サゾン，兆フロアブルがピラクロニル
である。このことから，ペントキサゾ
ンおよびピラクロニルは，ＳＵ抵抗性
ウキアゼナに対し除草効果が高い。

（２）初中期一発剤の効果

①  　初中期一発剤のうち，有効成
分が１成分の除草剤の除草効果
を表 -4 に示す。フェノキサスル
ホンを含む KIH-1419- １キロ剤
は，無処理区対比の残草乾物重が
trace ，残草本数が２％と，ＳＵ
抵抗性ウキアゼナに対し高い除草
効果を示した。

　  　一方，プロピリスルフロンを含
むゼータワン１キロ粒剤は，無処
理区対比の残草乾重は１～２％
であったが，残草本数が 25 ～
28％と多く除草効果が低かった。

表−1　供試薬剤
植調

　表-1　供試薬剤

商品名 有効成分名：成分量 処理量 備考

メテオ1キロ粒剤 ペントキサゾン:2.5％ 1kg/10a 初期剤

兆フロアブル ピラクロニル:3.6％ 500ml/10a 初期剤

パンチャー1キロ粒剤 フェントラザミド:3.0％，ベンゾフェナップ:8.0％，ベンフレセート:5.0％ 1kg/10a 初中期一発剤

ゼータワン1キロ粒剤 プロピリスルフロン:0.90％ 1kg/10a 初中期一発剤（ＳＵ系のみ
＊注１

）

ベストパートナー1キロ粒剤 ピリミスルファン:0.67％ 1kg/10a 初中期一発剤

メガゼータ1キロ粒剤 ピラクロニル:2.0％，プロピリスルフロン:0.9％ 1kg/10a 初中期一発剤（ＳＵ系のみ
＊注１

）

カウンシルエナジー1キロ粒剤 トリアファモン:0.5％，フェンキノトリオン:3.0％，フェントラザミド:3.0％ 1kg/10a 初中期一発剤

銀河1キロ粒剤 ダイムロン:10％，ピラクロニル:2.0％，メタゾスルフロン:1.0％ 1kg/10a 初中期一発剤（ＳＵ系のみ
＊注１

）

KIH-1419-1キロ粒剤 
*注2 フェノキサスルホン:2.0％ 1kg/10a 初中期一発剤

アトトリ1キロ粒剤 （サンバード粒剤→）ピリミスルファン:0.75％ (3kg→)1kg/10a 中後期剤（サンバード粒剤との体系処理）

バサグラン粒剤 （サンバード粒剤→）ベンタゾンナトリウム塩:11.0％ (3kg→)3kg/10a 中後期剤（サンバード粒剤との体系処理）

フォローアップ1キロ粒剤 （サンバード粒剤→）ダイムロン:10.0％，ペノキススラム:0.60％ (3kg→)1kg/10a 中後期剤（サンバード粒剤との体系処理）

サンバード粒剤 ピラゾレート:10.0％ 3kg/10a 中後期剤の前処理剤

イノーバDXアップ1キロ粒剤51
ダイムロン:4.5％，フェントラザミド:3.0％，ブロモブチド:9.0％，
ベンスルフロンメチル:0.51％

1kg/10a 初中期一発剤：比較剤（ＳＵ系含む）

テイクオフ粒剤 イマゾスルフロン:0.30％ 3kg/10a 初中期一発剤：比較剤（ＳＵ系のみ）

注１）プロピリスルフロン，メタゾスルフロンはスルホニルウレア系（ＳＵ系）に分類されるが，ＳＵ抵抗性雑草に対して除草効果があるとされている。

注２）「KIH-1419」は，一般に流通していない（クミアイ化学工業株式会社より提供）。

  注３）今回の試験で供試した除草剤と同一成分で，異なる商品名の除草剤もある。

表-2　評価基準

残草乾物重(無処理区比) ６％以上

残草本数(無処理区比) ５％以下 ６～10％ 11～15％ 16％以上 －

極大 大 中 小 小

◎ ○ △ × ×

５％以下

除草効果

表−2　評価基準
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また，ピリミスルファンを含む
ベストパートナー１キロ粒剤も，
無処理区対比の残草乾重が４～
７％，残草本数が 50 ～ 70％と
多く除草効果が低かった。

②  　複数の有効成分を含む初中期
一発剤の除草効果を表 -5 に示す。
メガゼータ１キロ粒剤，銀河１キ
ロ粒剤，パンチャー１キロ粒剤，
カウンシルエナジー１キロ粒剤が
高い除草効果を示した。

　  　ピラクロニルとプロピリスルフ
ロンの２成分を含むメガゼータ１

キロ粒剤は，無処理区対比の残草
乾物重が trace ，残草本数がｔ～
８％で大～極大の除草効果であっ
た。また，ピラクロニル，メタゾ
スルフロン，ダイムロンの３成分
を含む銀河１キロ粒剤も，無処理
区対比の残草乾物重が０％～ t ，
残草本数が０～４％で極大の除草
効果であった。この両剤には，ピ
ラクロニルが含まれる。

　  　フェントラザミド，ベンゾフェ
ナップ，ベンフレセートの３成分
を含むパンチャー１キロ粒剤は，

無処理区対比の残草乾物重が０％
～ t ，残草本数が０～５％で極大
の除草効果であった。また，フェ
ントラザミド，フェンキノトリオ
ン，トリアファモンの３成分を含
むカウンシルエナジー１キロ粒剤
も，無処理区対比の残草乾物重お
よび残草本数とも trace で極大の
除草効果であった。両剤に共通に
含まれる成分はフェントラザミド
であるが，フェントラザミドの他
に３成分を含むイノーバ DX アッ
プ１キロ粒剤は，無処理区対比の
残草乾重は１～３％であったが，
残草本数が 18 ～ 24％で除草効
果が低く，フェントラザミドのみ
では SU 抵抗性ウキアゼナに対す
る除草効果は不十分であった。パ
ンチャー１キロ粒剤は，フェント
ラザミド＋ベンゾフェナップの組
み合わせで除草効果が高いことが
報告されている（緒方　2010）。
カウンシルエナジー１キロ粒剤
は，フェントラザミドの他にトリ
アファモン，フェンキノトリオン
を含み，トリアファモンは広葉雑
草に対する除草効果が低く（杉浦
ら　2021），フェンキノトリオン
はタイヌビエおよびクログワイを
除く幅広い殺草スペクトラムをも
つ（松永　2019）と報告されて
いることから，フェンキノトリオ
ンもしくは，フェントラザミドと
フェンキノトリオンの組み合わせ
で高い除草効果を示したと考えら
れた。

植調

複数年 表-3　初期剤の除草効果

g/m
2 無処理比 本/m

2 無処理比

R1 43.9 100 3,248 100

R2 33.2 100 2,130 100

R1 0.3 1 86 3 ◎ 極大

R2 0.0 t 20 1 ◎ 極大

R1 0.2 1 56 2 ◎ 極大

R2 0.0 t 44 2 ◎ 極大

無処理

メテオ1キロ粒剤
（ペントキサゾン）

兆フロアブル
（ピラクロニル）

商品名
（有効成分名）

残草乾物重 残草本数
除草効果

－

－

表−3　初期剤の除草効果

植調
複数年 表-4　初中期一発剤（有効成分：１成分）の除草効果

g/m
2 同左比 本/m

2 同左比

R1 104.3 100 5,820 100

R2 33.2 100 2,130 100

R1 2.2 2 1,610 28 × 小

R2 0.4 1 540 25 × 小

R1 7.8 7 4,092 70 × 小

R2 1.4 4 1,060 50 × 小

KIH-1419－１キロ粒剤
(フェノキサスルホン)

R2 t t 50 2 ◎ 極大

ベストパートナー１キロ粒剤
(ピリミスルファン)

薬剤名
(有効成分名)

乾物重 本数
除草効果

―

―
無処理

ゼータワン１キロ粒剤
（プロピリスルフロン）

表−4　初中期一発剤（有効成分：１成分）の除草効果

ウキアゼナに対する除草効果（初中期剤）

植調
複数年 表-5　初中期一発剤（有効成分：複数成分）の除草効果

g/m
2 同左比 本/m

2 同左比

R1 104.3 100 5,820 100

R2 33.2 100 2,130 100

【有効成分にピラクロニルを含む】

R1 ＜0.05 t 22 t ◎ 極大

R2 ＜0.05 t 176 8 ○ 大

R1 0 0 0 0 ◎ 極大

R2 ＜0.05 t 82 4 ◎ 極大

【有効成分にピラクロニルを含まない】

R1 0 0 0 0 ◎ 極大

R2 ＜0.05 t 110 5 ◎ 極大

R1 ＜0.05 t 10 t ◎ 極大

R2 ＜0.05 t 2 t ◎ 極大

【一般的に使用されている剤（比較）】

R1 2.7 3 1,400 24 × 小

R2 0.2 1 380 18 × 小

(イマゾスルフロン)
R2 30.8 93 2,080 98 × 小

イノーバDXアップ１キロ粒剤51
(フェントラザミド，ブロモブチド，
ベンスルフロンメチル，ダイムロン)

テイクオフ粒剤(比較)

カウンシルエナジー１キロ粒剤
(フェントラザミド，フェンキノトリオン，

トリアファモン)

パンチャー１キロ粒剤
(フェントラザミド，ベンゾフェナップ，

ベンフレセート)

無処理

メガゼータ１キロ粒剤
(ピラクロニル，プロピリスルフロン)

銀河１キロ粒剤
(ピラクロニル，メタゾスルフロン，

ダイムロン)

－

－

商品名
(有効成分名)

残草乾物重 残草本数
除草効果

表−5　初中期一発剤（有効成分：複数成分）の除草効果
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（３）中後期剤の効果

中後期剤の除草効果を表 -6 に示す。
バサグラン粒剤は，無処理区対比の残
草乾物重が０％～ t ，残草本数が０～
２％と，ＳＵ抵抗性ウキアゼナに対し
高い除草効果を示した。バサグラン粒
剤の有効成分は，ベンタゾンナトリウ
ム塩である。

一方，ピリミスルファンのみを含む
アトトリ１キロ粒剤は，無処理区対比
の残草乾重が 12 ～ 37％，残草本数
も 19 ～ 57％と多く除草効果が低かっ
た。また，ペノキススラム，ダイムロ
ンの２成分を含むフォローアップ１キ
ロ粒剤も，無処理区対比の残草乾重が
30 ～ 71％，残草本数も 39 ～ 93％と
多く除草効果が低かった。

3.　考察

⑴  　これまでにＳＵ抵抗性ウキアゼ
ナに対して効果が確認されている
成分は，ペントキサゾン，カフェ
ンストロール＋ベンゾビシクロ
ン，フェントラザミド＋ベンゾ
フェナップが報告されている（緒
方 2010; 清水ら 2009）。今回試
験した初期剤のメテオ１キロ粒剤
はペントキサゾン，初中期一発剤
のパンチャー１キロ粒剤はフェ
ントラザミドとベンゾフェナップ
を含んでおり，これらの成分が高
い除草効果を示すことを再確認し

た。
⑵  　ピラクロニルは，雑草の発生始

期処理でノビエをはじめ多くの草
種に効果が高く，ＳＵ抵抗性雑草
にも活性が高いと報告されている

（牛口ら 2014）。今回の試験では，
初期剤の兆フロアブル，初中期一
発剤のメガゼータ１キロ粒剤，銀
河１キロ粒剤に含まれ，全ての除
草剤が高い除草効果を示した。こ
れらのことから，共通して含まれ
るピラクロニルが，ＳＵ抵抗性ウ
キアゼナに対し高い除草効果を示
すと考えられた。

⑶  　フェノキサスルホンは，ノビエ
や主要一年生広葉雑草に効果が高
く，ＳＵ抵抗性雑草にも有効で
あると報告されている（藤波ら 
2019）。KIH-1419-１キロ粒剤は，
フェノキサスルホンのみを含む除
草剤であり，一般には流通してい
ないが，高い除草効果を示した。
このことから，本成分を含む除草
剤は，ＳＵ抵抗性ウキアゼナに対
し高い除草効果が期待できると考
えられた。

⑷  　パンチャー１キロ粒剤の結果か
ら，フェントラザミド＋ベンゾ
フェナップの効果を再確認した。
フェントラザミドについては，イ
ノーバ DX アップ１キロ粒剤が
フェントラザミド以外に３成分を
含む除草剤であるが，残草本数が
多く，除草効果が低かったことか

ら，フェントラザミドのみの効果
ではＳＵ抵抗性ウキアゼナの除草
効果は不十分である。また，フェ
ントラザミドの他にトリアファモ
ン，フェンキノトリオンを含むカ
ウンシルエナジー１キロ粒剤が高
い除草効果を示した。前述のとお
り，トリアファモンは広葉に対す
る除草効果が低いとされているた
め，フェントラザミドとフェンキ
ノトリオンの組み合わせ，または
フェンキノトリオンの除草効果が
高いと推察された。しかし，今回
の試験ではフェンキノトリオン単
独の効果確認ができなかったた
め，更なる検討が必要である。

⑸  　ベンタゾンナトリウム塩は，中
後期剤のバサグラン粒剤に含ま
れ，高い除草効果を示した。この
ことから，トリケトン系以外で中
後期に使用できる剤として有効で
あると考えられた。

⑹  　プロピリスルフロンは，ＳＵ
系の除草剤成分ではあるものの，
ＳＵ抵抗性雑草にも除草効果を
示すと報告されている（田中ら 
2012）。しかし，プロピリスルフ
ロンのみを含む初中期一発剤の
ゼータワン１キロ粒剤の結果で
は，残草乾物重は低かったものの，
残草本数が多くＳＵ抵抗性ウキア
ゼナに対する除草効果は低かっ
た。

⑺  　ピリミスルファンは，粒剤の結
果で発生前から３葉期までの処理
において，残草乾物重のみで評価

複数年
植調
複数年 表-6　中後期剤の除草効果

g/m
2 同左比 本/m

2 同左比

R1 9.9 100 1,058 100

R2 6.6 100 1,096 100

R1 0 0 0 0 ◎ 極大

R2 0.0 t 20 2 ◎ 極大

R1 3.7 37 598 57 × 小

R2 0.8 12 206 19 × 小

R1 7.0 71 984 93 × 小

R2 2.0 30 422 39 × 小

（サンバード粒剤→）
アトトリ１キロ粒剤

（ピリミスルファン）

後処理なし

（サンバード粒剤→）
バサグラン粒剤

(ベンタゾンナトリウム塩)

商品名
(有効成分名)

残草乾物重 残草本数
除草効果

－

－

（サンバード粒剤→）
フォローアップ１キロ粒剤

（ペノキススラム，ダイムロン）

表−6　中後期剤の除草効果
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（３）中後期剤の効果

中後期剤の除草効果を表 -6 に示す。
バサグラン粒剤は，無処理区対比の残
草乾物重が０％～ t ，残草本数が０～
２％と，ＳＵ抵抗性ウキアゼナに対し
高い除草効果を示した。バサグラン粒
剤の有効成分は，ベンタゾンナトリウ
ム塩である。

一方，ピリミスルファンのみを含む
アトトリ１キロ粒剤は，無処理区対比
の残草乾重が 12 ～ 37％，残草本数
も 19 ～ 57％と多く除草効果が低かっ
た。また，ペノキススラム，ダイムロ
ンの２成分を含むフォローアップ１キ
ロ粒剤も，無処理区対比の残草乾重が
30 ～ 71％，残草本数も 39 ～ 93％と
多く除草効果が低かった。

3.　考察

⑴  　これまでにＳＵ抵抗性ウキアゼ
ナに対して効果が確認されている
成分は，ペントキサゾン，カフェ
ンストロール＋ベンゾビシクロ
ン，フェントラザミド＋ベンゾ
フェナップが報告されている（緒
方 2010; 清水ら 2009）。今回試
験した初期剤のメテオ１キロ粒剤
はペントキサゾン，初中期一発剤
のパンチャー１キロ粒剤はフェ
ントラザミドとベンゾフェナップ
を含んでおり，これらの成分が高
い除草効果を示すことを再確認し

た。
⑵  　ピラクロニルは，雑草の発生始

期処理でノビエをはじめ多くの草
種に効果が高く，ＳＵ抵抗性雑草
にも活性が高いと報告されている

（牛口ら 2014）。今回の試験では，
初期剤の兆フロアブル，初中期一
発剤のメガゼータ１キロ粒剤，銀
河１キロ粒剤に含まれ，全ての除
草剤が高い除草効果を示した。こ
れらのことから，共通して含まれ
るピラクロニルが，ＳＵ抵抗性ウ
キアゼナに対し高い除草効果を示
すと考えられた。

⑶  　フェノキサスルホンは，ノビエ
や主要一年生広葉雑草に効果が高
く，ＳＵ抵抗性雑草にも有効で
あると報告されている（藤波ら 
2019）。KIH-1419-１キロ粒剤は，
フェノキサスルホンのみを含む除
草剤であり，一般には流通してい
ないが，高い除草効果を示した。
このことから，本成分を含む除草
剤は，ＳＵ抵抗性ウキアゼナに対
し高い除草効果が期待できると考
えられた。

⑷  　パンチャー１キロ粒剤の結果か
ら，フェントラザミド＋ベンゾ
フェナップの効果を再確認した。
フェントラザミドについては，イ
ノーバ DX アップ１キロ粒剤が
フェントラザミド以外に３成分を
含む除草剤であるが，残草本数が
多く，除草効果が低かったことか

ら，フェントラザミドのみの効果
ではＳＵ抵抗性ウキアゼナの除草
効果は不十分である。また，フェ
ントラザミドの他にトリアファモ
ン，フェンキノトリオンを含むカ
ウンシルエナジー１キロ粒剤が高
い除草効果を示した。前述のとお
り，トリアファモンは広葉に対す
る除草効果が低いとされているた
め，フェントラザミドとフェンキ
ノトリオンの組み合わせ，または
フェンキノトリオンの除草効果が
高いと推察された。しかし，今回
の試験ではフェンキノトリオン単
独の効果確認ができなかったた
め，更なる検討が必要である。

⑸  　ベンタゾンナトリウム塩は，中
後期剤のバサグラン粒剤に含ま
れ，高い除草効果を示した。この
ことから，トリケトン系以外で中
後期に使用できる剤として有効で
あると考えられた。

⑹  　プロピリスルフロンは，ＳＵ
系の除草剤成分ではあるものの，
ＳＵ抵抗性雑草にも除草効果を
示すと報告されている（田中ら 
2012）。しかし，プロピリスルフ
ロンのみを含む初中期一発剤の
ゼータワン１キロ粒剤の結果で
は，残草乾物重は低かったものの，
残草本数が多くＳＵ抵抗性ウキア
ゼナに対する除草効果は低かっ
た。

⑺  　ピリミスルファンは，粒剤の結
果で発生前から３葉期までの処理
において，残草乾物重のみで評価

複数年
植調
複数年 表-6　中後期剤の除草効果

g/m
2 同左比 本/m

2 同左比

R1 9.9 100 1,058 100

R2 6.6 100 1,096 100

R1 0 0 0 0 ◎ 極大

R2 0.0 t 20 2 ◎ 極大

R1 3.7 37 598 57 × 小

R2 0.8 12 206 19 × 小

R1 7.0 71 984 93 × 小

R2 2.0 30 422 39 × 小

（サンバード粒剤→）
アトトリ１キロ粒剤

（ピリミスルファン）

後処理なし

（サンバード粒剤→）
バサグラン粒剤

(ベンタゾンナトリウム塩)

商品名
(有効成分名)

残草乾物重 残草本数
除草効果

－

－

（サンバード粒剤→）
フォローアップ１キロ粒剤

（ペノキススラム，ダイムロン）

表−6　中後期剤の除草効果
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した場合，高い除草効果が報告さ
れている（住吉 2010）。しかし
今回の試験では，ピリミスルファ
ンのみを含む初中期一発剤のベス
トパートナー１キロ粒剤および，
中後期剤のアトトリ１キロ粒剤を
供試した結果，残草乾物重および
残草本数が多く，ＳＵ抵抗性ウキ
アゼナに対し除草効果が低かっ
た。

⑻  　ペノキススラムは，ノビエ，一
年生広葉雑草および多年生雑草ま
で幅広い殺草スペクトラムをもつ
と報告されている（白石 2005）。
しかし，ダイムロンとペノキスス
ラムの２成分を含む中後期剤の
フォローアップ１キロ粒剤の結果
では，残草乾物重および残草本数
が多く，ＳＵ抵抗性ウキアゼナに
対し除草効果が低かった。

4.　まとめ

鹿児島県に発生したＳＵ抵抗性ウキ
アゼナに対し，残草乾物重および残草
本数の結果から評価を行い，除草効果
の高い除草剤および成分について明ら
かにした。その中で，一部のインド型
品種が感受性を示すトリケトン系の成
分を含まない除草剤は，初期剤ではメ
テオ１キロ粒剤と兆フロアブル，初中
期一発剤では KIH-1419- １キロ粒剤，
メガゼータ１キロ粒剤，銀河１キロ粒
剤，パンチャー１キロ粒剤，カウンシ

ルエナジー１キロ粒剤，中後期剤では
バサグラン粒剤であった。これらのこ
とから，トリケトン系以外の成分とし
てペントキサゾン，ピラクロニル，フェ
ノキサスルホン，ベンタゾンナトリウ
ム塩がＳＵ抵抗性ウキアゼナに対し高
い除草効果を示すと考えられた。また，
フェントラザミド＋ベンゾフェナップ
の有効性も再確認され，フェントラザ
ミド＋フェンキノトリオンの組み合わ
せ，またはフェンキノトリオンの除草
効果が高いと推察された。

現在，生産現場では業務加工用向け
品種や飼料用稲としてインド型由来の
多収性品種が栽培されており，今回ト
リケトン系の除草剤成分を含まずに，
ＳＵ抵抗性ウキアゼナに対して除草効
果の高い除草剤が明らかとなったこと
から，水稲生産における栽培の安定化
がより一層図られると考えられる。
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